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ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ

ザ
で
は
戦
争
が
長

期
化
し
、
負
の
連

鎖
は
い
ま
だ
収
ま

る
気
配
が
な
い
。

一
方
、
戦
争
の
な

い
日
本
で
は
、
連

日
の
よ
う
に
虐
待
や
い
じ
め
の

報
道
が
後
を
絶
た
な
い
。「
日

本
は
平
和
」
と
よ
く
言
わ
れ
る

が
、
果
た
し
て
こ
の
状
況
は
本

当
に
平
和
な
の
か
？
▼
近
く
の

接
骨
院
で
、
役
所
を
退
職
し
た

先
輩
に
出
会
っ
た
。
彼
曰
く「
仕

事
も
な
く
、
趣
味
の
畑
仕
事
も

身
体
が
動
か
ず
、
今
は
家
に
引

き
こ
も
っ
て
い
る
。
た
だ
毎
朝
、

大
リ
ー
グ
の
試
合
を
見
て
大
谷

選
手
の
活
躍
を
見
て
い
る
と
、

そ
れ
だ
け
で
元
気
に
な
る
」
と

い
う
▼
大
谷
選
手
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
受

賞
や
彼
が
も
た
ら
す
経
済
効
果

が
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
が
、

彼
は
、
人
を
元
気
に
さ
せ
る
と

い
う
経
済
効
果
以
上
の
も
の
を

も
た
ら
し
て
い
る
▼
自
治
労
兵

庫
県
本
部
に
は
、
大
谷
ほ
ど
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
は
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
「
定
年
ま
で
安

心
し
て
元
気
に
働
き
続
け
ら
れ

る
、
平
和
な
職
場
づ
く
り
」
の

た
め
、
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
、
良
い
お
年
を
。
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発 

行

20日　県本部現業・公企闘争委員会（県本部）
23日　県本部産別闘争委員会（県本部）
24日　パレスチナ自治区ガザでの戦闘の即時
　　　停止を求める緊急街頭宣伝行動

（JR元町駅）

当面の日程

松本 真紀子

　

県
本
部
障
害
労
働
者
評
議
会

は
、
11
月
21
日
に
、
兵
庫
労
働

局
に
対
し
「
障
害
者
雇
用
の
推

進
に
向
け
た
要
求
書
」
を
提
出

し
、
河
合
良
宣
議
長
、
山
中
一

慶
担
当
書
記
が
交
渉
に
応
じ
る

よ
う
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　

河
合
議
長
よ
り
要
求
書
を
手

交
し
今
回
、
労
働
局
へ
の
見
解

を
求
め
る
要
旨
と
し
て
、
①
障

害
者
の
雇
用
状
況
を
明
ら
か
に

し
、
昨
年
か
ら
対
応
し
て
い
る

県
病
院
局
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。
②
最
低
賃
金
の
大

幅
な
引
き
上
げ
、
社
会
保
険
の

適
用
拡
大
に
よ
り
障
害
者
雇
用

が
よ
り
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
各
種
助

成
金
制
度
の
活
用
な
ど
を
助
言

す
る
こ
と
。
③
重
度
障
害
者
の

ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
制
に
つ
い

て
、
特
に
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
は
納
付
金
制
度
も
な
い
た

め
、
撤
廃
ま
た
は
制
度
の
見
直

し
を
厚
労
省
に
対
し
て
働
き
か

け
を
行
う
こ
と
。
④
車
い
す
利

用
者
（
特
に
脊
髄
損
傷
）
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ
の
使
い

勝
手
の
問
題
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
環
境
整
備
を
行
う
よ
う
助

言
す
る
こ
と
。
そ
の
他
の
課
題

も
あ
る
が
、
以
上
４
項
目
に
つ

い
て
強
調
し
、
春
闘
期
に
交
渉

を
行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

11
月
24
～
26
日
に
岡
山
県
岡

山
市
で
「
憲
法
で
未
来
に
つ
な

ぐ
平
和
の
想
い　

憲
法
理
念
の

実
現
を
め
ざ
す
第
61
回
大
会
」

（
第
61
回
護
憲
大
会
）
が
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
約
１
３
０
０

人
が
参
加
し
た
。

　

メ
イ
ン
企
画
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
日
本
国
憲
法
は
日
本
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
か
」で
は
、

沖
縄
や
日
本
各
地
、
世
界
で
実

際
に
活
動
し
て
い
る
パ
ネ
リ
ス

ト
か
ら
の
発
言
を
受
け
、
日
本

国
憲
法
の
存
在
を
ど
う
活
か
す

か
等
の
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

　

２
日
目
は
「
非
核
・
安
全
保

障
」「
軍
拡
・
基
地
強
化
」「
人

権
課
題
」「
歴
史
認
識
」「
憲
法

を
学
ぶ
」
の
分
科
会
、映
画
『
日

本
原　

牛
と
人
と
大
地
』
上
映

会
と
基
地
問
題
交
流
会
、「
人

権
」「
戦
跡
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
が
あ
り
、
参
加
者
は
学

習
と
議
論
を
通
し
て
理
解
を
深

め
、最
終
日
の
閉
会
総
会
で
は
、

引
き
続
き
全
国
各
地
で
の
平
和

運
動
へ
の
と
り
く
み
を
強
化
し

て
い
く
事
を
確
認
し
た
。

　

集
会
２
日
目
は
、
東
京
大
学

大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
理

論
専
攻
の
渡
辺
努
さ
ん
か
ら

『
賃
金
・
物
価
・
金
利
の
正
常
化

　

現
状
と
課
題
』を
テ
ー
マ
に
、

他
国
か
ら
見
た
日
本
の
経
済
状

況
、
賃
上
げ
課
題
に
つ
い
て
講

演
が
行
わ
れ
、
最
後
に
山
﨑
幸

治
副
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
閉
会
し
た
。

　

今
回
の
討
論
集
会
で
出
さ
れ

た
意
見
を
踏
ま
え
、
１
月
28
～

29
日
の
中
央
委
員
会
で
自
治
労

の
春
闘
方
針
が
決
定
さ
れ
る
。

　

春
闘
中
央
討
論
集
会
が
12
月

５
～
６
日
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。

　

集
会
で
は
２
０
２
５
春
闘
の

最
重
点
課
題
で
あ
る
「
人
員
確

保
」
を
は
じ
め
、
職
場
課
題
の

前
進
に
向
け
た 

「
交
渉
」
の

実
施
を
確
認
。
方
針
に
対
し
17

県
本
部
25
人
が
発
言
し
た
。

入
呼
び
か
け
な
ど
の
支
持
拡
大

を
図
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
尾
西
亮
太
郎
書
記
長

か
ら
は
「
継
続
課
題
の
地
域
手

当
や
扶
養
手
当
な
ど
、
１
月
の

反
行
革
・
予
算
要
求
闘
争
を
確

定
第
３
波
と
し
て
位
置
づ
け
、

３
月
議
会
に
向
け
て
要
求
実
現

を
図
る
と
と
も
に
、
７
月
の
参

議
院
選
挙
に
向
け
て
『
岸
ま
き

こ
』
の
名
前
の
浸
透
を
お
願
い

し
た
い
」
と
提
起
し
た
。

の
賃
金・労
働
条
件
は
、
法
律
や

条
例
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
議

会
の
議
決
を
経
て
決
定
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
中
央
本
部
で
は
国

会
内
で
私
た
ち
の
意
見
を
反
映

す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
組

織
内
議
員
と
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
」
と
し

「
公
務
員
の
政
治
活
動
は
、
特

定
公
務
員
（
選
管
職
員・
徴
税

吏
員・
警
察
官・
裁
判
官
な
ど
）

は
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
公
務

員
の
地
位
を
利
用
し
な
け
れ
ば

制
限
が
な
く
、
通
常
私
た
ち
が

行
っ
て
い
る
活
動
は
問
題
な
い
。

組
合
が
個
人
を
推
薦
す
る
こ
と

や
、
そ
の
事
を
組
合
員
に
周
知

し
、
積
極
的
に
後
援
会
へ
の
加

　

県
本
部
は
12
月
13
日
、
全
面

ウ
ェ
ブ
で
単
組
代
表
者
会
議
を

開
催
。
１
月
末
の
反
行
革
・
予

算
要
求
闘
争
で
の
取
り
組
み
課

題
と
政
治
闘
争
に
つ
い
て
意
思

統
一
し
た
。

　

山
下
忠
之
委
員
長
は
「
確
定

闘
争
で
は
地
域
手
当
が
越
年
と

な
っ
て
い
る
単
組
も
あ
る
。
ま

た
、
一
時
金
の
役
職
加
算
、
昇

格
や
通
勤
手
当
の
改
悪
が
提
案

さ
れ
て
い
る
単
組
も
あ
り
、
撤

回
に
向
け
交
渉
強
化
を
図
っ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

ま
た
、
本
部
総
合
政
治
政
策

局
の
橋
本
勇
介
副
部
長
か
ら
は

「
自
治
労
運
動
と
政
治
闘
争
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
「
私
た
ち

政治闘争について講演する橋本副部長

障労評による労働局申し入れ

障害労働者の処遇改善を
４つの重点課題、助言を求めていく

県本部単代会議

要求書を手交する河合議長●左左

初日のメイン企画

春闘に向け多くの意見が出された

護憲大会

憲
法
を
ど
う
活
か
す
の
か

平
和
な
社
会
を
め
ざ
し
議
論
を
深
め
る

春闘中央討論集会

25春闘方針に向け討論
継続した賃上げを追求していく

「
政
治
活
動
は
で
き
る
」を
学
ぶ

第
３
波
に
結
集
し
継
続
課
題
の
決
着
へ
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播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
第
54
回
定
期

総
会
が
11
月
30
日
、
姫
路
市
市

民
会
館
で
開
催
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
足
立
育
生

議
長
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
で
思

い
も
よ
ら
ぬ
知
事
選
の
結
果
に

な
っ
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
来

賓
と
し
て
山
下
忠
之
県
本
部
執

行
委
員
長
、
佐
伯
謙
作
播
磨
町

長
、
上
野
英
一
県
会
議
員
、
松

本
み
わ
こ
加
東
市
議
会
議
員
よ

り
連
帯
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
を

受
け
た
。

　

報
告
・
方
針
案
を
補
強
す
る

立
場
で
①
加
古
川
市
職
労
か
ら

「
給
料
表
を
人
事
院
勧
告
以
下

に
引
き
下
げ
る
提
案
や
役
職
加

算
を
４
級
に
限
り
廃
止
す
る
と

い
う
提
案
を
受
け
た
」
②
高
砂

市
職
か
ら
「
組
合
活
動
の
あ
り

方
、
持
続
可
能
な
組
合
役
員
の

在
り
方
を
提
起
し
て
ほ
し
い
」

③
加
西
ク
ロ
ー
バ
労
組
か
ら

「
会
計
年
度
の
各
種
手
当
の
廃

止
、
旧
嘱
託
職
員
の
給
与
月
額

の
見
直
し
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
抑
制
、
任
用
試
験
の
開
始

を
確
定
と
は
別
に
協
議
す
る
こ

と
と
し
た
」
④
加
東
臨
職
労
か

ら
「
会
計
年
度
を
事
務
補
助
か

ら
一
般
事
務
に
高
度
化
し
た
い

と
の
強
引
な
提
案
で
紛
糾
し
て

い
る
」
⑤
明
保
労
か
ら
「
会
計

年
度
任
用
職
員
の
職
務
改
善
を

要
求
し
て
い
る
」
⑥
加
西
市
職

か
ら
「
カ
ス
ハ
ラ
に
関
す
る
取

り
組
み
報
告
と
ブ
ロ
ッ
ク
移
転

に
関
す
る
丁
寧
な
協
議
を
し
て

ほ
し
い
」
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
足
立
育
生
議
長
の

発
声
に
よ
る
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
閉
会
し
た
。

　

第
44
回
県
本
部
囲
碁
将
棋
大

会
が
12
月
７
日
に
ひ
ょ
う
ご
共

済
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
囲
碁

の
部
11
人
、
将
棋
の
部
35
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

　

開
会
式
で
山
下
忠
之
委
員
長

は
「
こ
の
大
会
は
現
職
と
退
職

者
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て

の
取
り
組
み
。
親
睦
交
流
を
存

分
に
図
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
各
ク
ラ
ス
の

参
加
者
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

囲
碁
の
部
・
本
因
坊
で
は
木

原
由
理
さ
ん
が
２
回
目
の
優

勝
、
将
棋
の
部
・
名
人
位
で
は

高
田
陽
平
さ
ん
が
脅
威
の
４
連

覇
を
果
た
し
た
。

　

囲
碁
の
部
・
本
因
坊
で
優
勝

し
た
木
原
さ
ん
は
「
決
勝
戦
で

は
序
盤
か
ら
悪
い
状
況
で
、
苦

し
い
展
開
と
な
っ
た
。
終
盤
も

相
手
を
し
の
ぎ
な
が
ら
だ
が
、

何
と
か
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
」

と
話
し
た
。

　

ま
た
将
棋
の
部
・
名
人
位
で

優
勝
し
た
高
田
さ
ん
は
「
１
回

戦
・
２
回
戦
と
も
苦
戦
し
た
が
、

決
勝
戦
は
思
い
描
い
た
局
面
に

持
っ
て
行
け
た
。
序
盤
か
ら
悔

い
の
な
い
手
が
指
せ
、
こ
れ
ま

で
の
優
勝
の
中
で
一
番
う
れ
し

か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
は
次
の

と
お
り

【
囲
碁
の
部
】

本
因
坊　

木
原
由
理
・
太
子
町

職Ａ
ク
ラ
ス　

吉
岡
直
哉
・
宍
粟

市
職
労

【
将
棋
の
部
】

名
人
位　

高
田
陽
平
・
尼
崎
市

職
労

Ａ
ク
ラ
ス　

半
田
敬
介
・
加
古

川
市
職
労

Ｂ
ク
ラ
ス　

今
枝
誠
之
・
明
石

市
職
労

Ｃ
ク
ラ
ス　

大
田
展
弘
・
明
石

市
職
労

（
準
優
勝・
第
３
位
に
つ
い
て
は

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
）

　

部
落
解
放
研
究
第
57
回
全
国

集
会
が
11
月
19
～
20
日
に
神
戸

国
際
展
示
場
で
開
催
さ
れ
た
。

兵
庫
で
の
開
催
は
21
年
ぶ
り
。

全
国
か
ら
約
３
５
０
０
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。

　

初
日
は
、
Ｅ
テ
レ
「
バ
リ
バ

ラ
」
に
も
出
演
し
て
い
る
玉
木

幸
則
さ
ん
が
講
演
。「
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
社
会
で
あ
る
た

め
に
」を
テ
ー
マ
に
話
を
し
た
。

「
自
分
を
大
切
に
し
、
相
手
を

知
り
、
自
分
の
こ
と
も
伝
え
、

お
互
い
を
知
る
こ
と
が
幸
せ
に

な
る
た
め
の
法
則
」と
訴
え
た
。

次
に
、
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
働
セ

ン
タ
ー
前
代
表
の
村
井
雅
清
さ

ん
が
兵
庫
か
ら
の
報
告
「
能
登

半
島
地
震
と
と
も
に
～
阪
神
淡

路
大
震
災
か
ら
30
年
を
迎
え
て

～
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か

ら
見
た
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
対

応
の
課
題
な
ど
を
指
摘
し
た
。

翌
日
は
５
つ
の
分
科
会
な
ど
が

設
定
さ
れ
、
人
権
や
差
別
を
課

題
に
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

12
月
３
日
、
総
が
か
り
行
動

兵
庫
が
「
戦
争
さ
せ
な
い
、
９

条
壊
す
な
！
12
・
３
兵
庫
憲
法

集
会
」
を
開
催
し
１
０
０
人
が

参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
、
吉
田
唯
一
弁
護

士（
弁
護
士
９
条
の
会
）が「
自

衛
隊
で
今
何
が
起
き
て
い
る
の

か
、
何
を
し
て
い
る
の
か
」
と

題
し
自
衛
隊
の
現
状
に
つ
い
て

「
特
に
隊
員
数
の
減
少
に
よ
り

『
自
衛
官
リ
ク
ル
ー
ト
大
作
戦
』

と
し
て
小
中
高
に
入
り
込
ん
で

募
集
活
動
を
行
っ
て
い
る
実
態

が
あ
り
、
危
険
な
動
き
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
軍
備
増
強
に
よ

り
近
隣
諸
国
と
の
緊
張
感
を
作

り
出
し
て
お
り
、
平
和
外
交
と

は
程
遠
い
状
態
」
と
指
摘
し
、

今
こ
そ
憲
法
を
活
か
し
た
平
和

外
交
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る

と
訴
え
た
。

　

事
務
局
か
ら
、
来
年
は
「
５・

３
兵
庫
憲
法
集
会
」
と
神
戸
新

聞
紙
上
に
「
憲
法
を
活
か
す
１

万
人
意
見
広
告
運
動・兵
庫
」
を

取
り
組
む
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。

播磨ブロック定期総会

6単組から課題に対する発言
ブロックに結集し前進を

囲碁・将棋大会

部落解放研究全国大会

人権・平和・環境について考える
２日間にわたり実践を交流

兵
庫
憲
法
集
会

求
め
る
べ
き
は
平
和
外
交
へ
の
転
換

総会に31単組75人が参加

吉田弁護士の講演 笑いも織り交ぜながら話す玉木さん

将棋・名人位で優勝の高田さん

囲碁・本因坊で優勝の木原さん

囲
碁
本
因
坊
で
木
原
さ
ん
（太子町職）
が
２
度
目
の
優
勝

将
棋
名
人
位
は
高
田
さ
ん
（尼崎市職労）
が
４
連
覇


